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２ 予算の執行状況 

 

(1) 収益的収入及び支出（記載金額は消費税及び地方消費税額を含む。） 

収益的収支に係る予算の執行状況は、次のとおりである。 

 

ア 収益的収入の予算執行状況 

　　収　入 (単位：千円・％）

区　分 予算現額 決算額
予算現額に対する

決算額の増減
執行率

水道事業収益 4,932,736 4,963,207 30,471 100.6
　営業収益 4,685,551 4,704,443 18,892 100.4
　営業外収益 246,764 253,281 6,517 102.6
　特別利益 421 5,483 5,062 1,302.4  

（備考） 決算額には、仮受消費税及び地方消費税 348,160千円を含む。 

営業収益の内訳は、給水収益（水道料金）46 億 5,202 万 3 千円及びその他営業収益 5,242 万円

となっている。営業外収益には、長期前受金戻入（注）2 億 3,369 万円が計上されている。 

 
（注） １ 長期前受金： 減価償却を行うべき固定資産の取得又は改良に充てるための補助金等の交付を受け

た場合における、その交付を受けた金額に相当するもの 
 

    ２ 長期前受金戻入： 償却資産の取得又は改良に伴い交付される補助金等について負債に計上した長

期前受金のうち、減価償却見合い分を収益化したもの 

 

イ 収益的支出の予算執行状況 

　　支　出 (単位：千円・％）

区　分 予算現額 決算額 不用額 執行率
水道事業費用 4,448,953 4,222,026 226,927 94.9
　営業費用 4,260,171 4,049,116 211,055 95.0
　営業外費用 164,430 163,418 1,012 99.4
　特別損失 10,179 9,492 687 93.3
　予備費 14,173 0 14,173 0  
（備考） 決算額には、仮払消費税及び地方消費税 154,372千円並びに消費税及び地方消費税納付額 

56,622千円を含む。 

営業費用は、原水及び浄水費 14 億 8,996 万 7 千円（うち受水費（注）8 億 5,689 万 5 千円を含む。）

や、減価償却費 13 億 8,645 万 3 千円が執行額の大きなものとなっている。また、不用額について

は、退職給付費を含む人件費関係の経費、及び委託料や修繕費の執行残が主なものである。                                            

営業外費用は、企業債に係る支払利息 1 億 679 万 7 千円が主なものとなっている。 

 

（注） 受水費： 本年度分の福岡県南広域水道企業団受水料金 856,673 千円（66 円×12,088,800 ㎥+9 円×

6,534,748㎥＝856,673千円）に、大木町及び筑後市受水料金 222千円を加えたものである。 
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 (2) 資本的収入及び支出（記載金額は消費税及び地方消費税額を含む。） 

資本的収支（設備投資など、支出の効果が翌年度以降に及び、将来的な収益に対応することとなる

取引などの収支）に係る予算の執行状況は、次のとおりである。 

 

ア 資本的収入の予算執行状況 

　　収　入 （単位：千円・％）

区　　分 予算現額 決算額
予算現額に対する

決算額の増減
執行率

資本的収入 1,138,340 1,069,987 △ 68,353 94.0
　企業債 800,000 800,000 0 100
　負担金 181,983 143,101 △ 38,882 78.6
　加入金 155,021 125,225 △ 29,796 80.8
　固定資産売却代金 1,336 1,661 325 124.3   

（備考） 決算額には、仮受消費税及び地方消費税 9,971千円を含む。 

  資本的収入は、企業債 8 億円や、負担金 1 億 4,310 万 1 千円及び加入金 1 億 2,522 万 5 千円が

主なものである。 

 

イ 資本的支出の予算執行状況 

　　支　出 （単位：千円・％）

区　分 予算現額 決算額 繰越額 不用額 執行率

資本的支出 3,307,447 2,827,340 76,500 403,607 85.5
  建設改良費 2,575,602 2,115,536 76,500 383,566 82.1
  企業債償還金 711,845 711,804 0 41 100.0
  予備費 20,000 0 0 20,000 0  

（備考） 決算額には、仮払消費税及び地方消費税 146,761千円を含む。 

  資本的支出は、建設改良費のうち配水管布設や水道管改良などの工事請負費 18 億 9,429 万 7 千

円や、企業債償還金 7 億 1,180 万 4 千円が主なものとなっている。 

  建設改良費の繰越額は、水道管の布設・移設工事などを翌年度に繰り越したことによる。 

   

ウ 資本的収支の不足額 

本年度の資本的収支における不足額は、以下のとおりとなる。（補てん状況については、「(3) 

資本的収支不足額の補てん状況」を参照） 

    資本的収入額      資本的支出額    資本的収支不足額 

    1,069,987 千円 － 2,827,340 千円 ＝ △ 1,757,353 千円 
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(3) 資本的収支不足額の補てん状況 

資本的収支不足額の補てん状況は、次表のとおりである。 

 

資本的収支不足額の補てん額 

 

（備考） 

１ 消費税及び地方消費税資本的収支調整額：仮受消費税額等と仮払消費税額等の差額から特定収入見合消費税

額を除いたものを、資本的収支予算の調整額として会計上別途内部留保するもの。 

２ 減債積立金：特定の目的のため議会の議決を経て積み立てた積立金の１つで、補てん財源として使用できる。 

３ 損益勘定留保資金：実際の支出が行われずに帳簿上計上される費用の合計額。内部留保資金にできる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（単位：千円）

区　　　分 補てん額

　消費税及び地方消費税資本的収支調整額　〔当年度分〕 136,790

　減債積立金 711,804

　損益勘定留保資金　〔過年度分〕 908,759

計 1,757,353


